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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年3月6日(2008.3.6)

【公開番号】特開2002-263053(P2002-263053A)
【公開日】平成14年9月17日(2002.9.17)
【出願番号】特願2001-61939(P2001-61939)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｂ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｂ   5/00    　　　Ｄ
   Ｇ０６Ｆ  17/60    １２６Ｑ
   Ｇ０６Ｆ  17/60    １２６Ｅ
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ２９０Ｚ
   Ａ６１Ｂ   5/05    ３８０　
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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月17日(2008.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　画像入力手段により撮影された被検体の実写画像を出力する第１の画
像出力手段と、
　上記画像入力手段および被検体の位置姿勢を検出する３次元位置姿勢計測手段と、
　上記３次元位置姿勢計測手段からの位置姿勢情報を用いて、予め記録された被検体のデ
ータより被検体のデータ像を生成し出力する第２の画像出力手段と、
　上記第１の画像出力手段および上記第２の画像出力手段と接続され、上記第１の画像出
力手段および上記第２の画像出力手段から出力された被検体の出力画像を重畳して表示す
る画像表示手段とを有し、
　上記第２の画像出力手段の出力する被検体の領域は、上記第１の画像出力手段の出力す
る被検体領域よりも広いことを特徴とする医用画像表示装置。
　　【請求項２】　上記画像表示手段は第１の表示領域と、上記第１の表示領域の周囲に
配置された第２の表示領域とを有し、
　上記第１の画像出力手段からの画像出力は上記第１の表示領域に表示され、上記第２の
画像出力手段からの画像出力は上記第２の表示領域に表示されることを特徴とする請求項
１に記載の医用画像表示装置。
　　【請求項３】　上記第１の表示領域と上記第２の表示領域は境界部分に重複する部分
を有していることを特徴とする請求項２に記載の医用画像表示装置。
　　【請求項４】　上記画像表示手段は第１の表示領域と上記第１の表示領域の周囲に配
置された第２の表示領域とを有し、
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　上記第１の画像出力手段からの画像出力は上記第１の表示領域に表示され、上記第２の
画像出力手段からの画像出力は上記第１の表示領域ではデータ像の輪郭のみを表示し、上
記第２表示領域ではデータ像全体を表示することを特徴とする請求項１に記載の医用画像
表示装置。
　　【請求項５】　上記第２の画像出力手段から出力される被検体データ像はワイヤフレ
ーム像であることを特徴とする請求項１に記載の医用画像表示装置。
　　【請求項６】　上記第２の画像出力手段から出力される被検体データ像は、被検体を
点で描画した像であることを特徴とする請求項１に記載の医用画像表示装置。
　　【請求項７】　上記第２の画像出力手段から出力される被検体データ像は、第１の画
像出力手段からの画像を透過して表示するサーフェス画像であることを特徴とする請求項
１に記載の医用画像表示装置。
　　【請求項８】　画像入力手段により被検体の実写画像を入力する工程と、
　上記画像入力手段および被検体の３次元位置姿勢を検出する工程と、
　検出された上記画像入力手段および被検体の３次元位置姿勢を用いて予め記録された被
検体のデータより被検体のデータ像を生成する工程と、
　上記被検体の実写画像およびデータ像を重畳して画像を表示する工程とを有し、
　上記データ像が表示される被検体領域は、上記実写画像が表示される領域よりも広いこ
とを特徴とする医用画像表示方法。
　　【請求項９】　上記実写画像は画像表示領域の略中央に配置された第１の表示領域に
表示され、上記データ像は上記第１の表示領域の周辺に設けられた第２の表示領域に表示
されることを特徴とする請求項８に記載の医用画像表示方法。
　　【請求項１０】　上記第１の表示領域と上記第２の表示領域は境界部分に重複する部
分を有していることを特徴とする請求項９に記載の画像表示方法。
　　【請求項１１】　上記実写画像は画像表示領域の略中央に配置された第１の表示領域
に表示され、上記データ像は上記第１の表示領域では画像の輪郭のみが表示され、上記第
２の画像表示領域ではデータ像全体を表示することを特徴とする請求項８に記載の医用画
像表示方法。
　　【請求項１２】　上記検出された上記画像入力手段および被検体の３次元位置姿勢を
用いて予め記録された被検体のデータより被検体のデータ像を生成する工程は、ワイヤフ
レーム像からなるデータ像を生成することを特徴とする請求項８に記載の医用画像表示方
法。
　　【請求項１３】　上記検出された上記画像入力手段および被検体の３次元位置姿勢を
用いて予め記録された被検体のデータより被検体のデータ像を生成する工程は、被検体を
点で描画したデータ像を生成することを特徴とする請求項８に記載の医用画像表示方法。
　　【請求項１４】　上記検出された上記画像入力手段および被検体の３次元位置姿勢を
用いて予め記録された被検体のデータより被検体のデータ像を生成する工程は、上記実写
画像を透過して表示するサーフェス画像を生成することを特徴とする請求項８に記載の医
用画像表示方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、第５の発明は、第１の発明に記載の医用画像表示装置において、上記第２の画像
出力手段から出力される被検体データ像はワイヤフレーム像である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１０】
　また、第６の発明は、第１の発明に記載の医用画像表示装置において、上記第２の画像
出力手段から出力される被検体データ像は、被検体を点で描画した像である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、第７の発明は、第１の発明に記載の医用画像表示装置において、上記第２の画像
出力手段から出力される被検体データ像は、第１の画像出力手段からの画像を透過して表
示するサーフェス画像である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、第１２の発明は、第８の発明に係る医用画像表示方法において、上記検出された
上記画像入力手段および被検体の３次元位置姿勢を用いて予め記録された被検体のデータ
より被検体のデータ像を生成する工程は、ワイヤフレーム像からなるデータ像を生成する
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、第１３の発明は、第８の発明に係る医用画像表示方法において、上記検出された
上記画像入力手段および被検体の３次元位置姿勢を用いて予め記録された被検体のデータ
より被検体のデータ像を生成する工程は、被検体を点で描画したデータ像を生成する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、第１４の発明は、第８の発明に係る医用画像表示方法において、上記検出された
上記画像入力手段および被検体の３次元位置姿勢を用いて予め記録された被検体のデータ
より被検体のデータ像を生成する工程は、上記実写画像を透過して表示するサーフェス画
像を生成する。
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